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 汚水処理係

浄化槽清掃とは槽内に溜まった汚泥を引き抜いて機器類を洗浄をする事をいいます。浄化槽清掃を怠ると、汚れやヘドロが
溜まり、悪臭や水質悪化、さらには急なトラブルで慌てることにもなりかねません。定期的な清掃は、おうちの水回りを長
く快適に使うための必要な作業です。これからも皆さまの安心・快適な暮らしをお手伝いできるよう努めてまいります。
今後ともよろしくお願いいたします。
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『夏の締めくくりと秋の準備』

小川町角山1045

　楽しかった夏もそろそろ終盤。昼間はまだ厳しい暑さが残りますが、朝晩には秋の気配も感じられるようになって
きました。この時期は、暑さによる疲れや冷たい物のとりすぎで、体調を崩しやすくなります。栄養と休養をしっか
りとって、元気に秋を迎えましょう。
　また、9月1日は防災の日。非常食や飲料水、懐中電灯などの備えを、この機会にもう一度チェックしておくことを
おすすめします。季節の変わり目を、健康と安全に気を配りながら過ごしていきましょう。

オゾン層を守ろう

みんなで守ろう︕きれいな水と暮らし　～浄化槽の大切さ～

イメージキャラクター
めぐるん

　　　  9月は「オゾン層保護対策推進月間」です
　　　◆オゾン層ってなに︖
　　　　私たちの地球を包んでいる空には「オゾン層」という大切なバリアがあり
　　　　ます。
　　　　これは、地上から約10～50km上空にある空気の層で、有害な「紫外線」
　　　　から私たちを守ってくれています。
　　　　紫外線を浴びすぎると、皮ふがんや白内障などの病気になったり、植物や
　　　　動物にも悪い影響が出たりします。だから、オゾン層は「地球のサングラ
　　　　ス」とも言える存在なんです。

　　　  9月は「オゾン層保護対策推進月間」です

◆どうしてオゾン層がこわれるの︖
　むかし使われていた「フロン」というガスが、オゾン層をこわすことが分かりました。
　フロンは、冷蔵庫やエアコン、スプレー缶などに使われていましたが、空にのぼってオゾンをこわしてしまう
　のです。
　これを止めるために、世界中の国が話し合って「モントリオール議定書（ぎていしょ）」というルールを　　
　1987年に作り、フロンなどの使いすぎをやめることになりました。

小さなことでも、
地球の未来を守る
力になります︕

私たちにできること
・冷蔵庫やエアコンなどを買い替えるときは、「ノンフロン」や「自然冷媒使用」と書かれている
　商品を選びましょう。
・ヘアスプレーや消臭スプレーなどはフロンの使われていない製品を選びましょう。
・地球環境について知り、家族や友だちとどんなことができるのか話し合ってみましょう。
　ちょっと豆知識　
オゾン層はこわれても、すぐには元に戻りません。でも、今世界中の努力のおかげで、オゾン層は少しずつ回復しているといわ
れています。国連の報告では、このまま対策を続ければ、今世紀半ばには元の状態に近づくとも期待されています。未来のため
に、今が大事なんです︕

私たちの生活で使った水（台所・お風呂・トイレなど）は、そのままでは川や海を汚してしまいます。
浄化槽は、この汚れた水をきれいにして自然へ戻す、大切な設備です。でも、浄化槽は設置したら終わりではありません。
定期的な点検・清掃・法定検査を行わないと、機能が低下し、水質汚染や悪臭の原因になってしまいます。

浄化槽を正しく使うポイント
•　年1回以上の清掃（たまった汚泥や固形物の引き抜き）
•　年3回以上の保守点検（機械の確認や調整）
•　年1回の法定検査（県や市町村が指定）
きれいな水は、私たちの健康と地域の環境を守る宝物です。
これからも、浄化槽の正しい管理で、私たちの美しい自然を守りましょう。


